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【背景と目的】 2014 年 8 月に代々木公園で発生したデング熱の蚊成虫の緊急時対策とし

て、当協会加盟の PCO 各社が出動し、ハンドスプレイヤーやセット動力噴霧機を使用した

公園内の殺虫剤散布を行った。しかし、機材によって散布効率の良し悪しが見られたことか

ら、適した機材の選択など、改めて検討し整理する必要があると思われた。そこで今回、東

京都内の植物園にて殺虫剤の模擬散布試験を行い、防除にあたっての対象面積計算や機材

準備時間、殺虫剤の散布時間と散布量を比較検討した。 

【材料と方法】対象面積については、ウェブ上の地図サイトから算出した面積と、現地で歩

数を用いて算出した面積を比較した。また殺虫剤の代用として水を使用し、園内を 4 つの

エリアに分け、面積計算を含めた準備時間、散布時間を計測した。機材としては、ハンドス

プレイヤー、炭酸ガス 7kg ボンベ、背負い式動力噴霧器、セット式動力噴霧器を使用し、

それぞれの機材について二人一組となり、担当エリアを計 3 回、１㎡あたり 50ml または

1g を目安として蚊成虫が潜みそうな箇所を中心に散布した。このうち２回目の散布につい

てはハンドスプレイヤーを１台加え、３回目の散布については他エリアに移動して散布し

た。 

【結果と考察】面積計算については、人によって 100~1000 ㎡程度の差が生じ、ウェブ上で

の算出と比較してもほぼ同様の差が生じた。準備時間はどのエリアについても 1 回目の面

積計算に時間がかかり、背負い式動力噴霧器の準備時間が最も短かった。散布時間について

はハンドスプレイヤーが最も時間がかかった。散布量についてはセット式動力噴霧器が 1㎡

あたり50mlに近い値で散布、炭酸ガスが１㎡あたり1gに近い値で散布することができた。

他の機器については、1 ㎡あたり 50ml より少ない処理量となったが、算出面積に対し、部

分的な散布となったことが影響したと思われた。 
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